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研究成果の概要（和文）：研究対象は、ベゼクリク千仏洞から 1980～1981 年に出土した非漢字

の古文献約 600 点であり、その大部分は未公開の断片類である。使用される文字はウイグル文

字、ソグド文字、ブラーフミー文字を中心とし、言語は古ウイグル語、ソグド語、サンスクリ

ット語、トカラ語、漢語などにおよび、形式には写本、印刷があり、内容は仏教文献を中心と

して契約や公文書、詩、手紙などの俗文献に至り、10～13 世紀頃のトゥルファンの複合文化を

浮き彫りにする第一級の資料群であることが判明した。 

 
研究成果の概要（英文）：Most of the subject, the old manuscripts written in scripts other 

than Chinese unearthed from Bezeklik in 1980 and 1981 are composed of unpublished 

fragments, which account about 600 pieces. Main scripts are old Uighur, Sogdian, and 

Brāhmī, languages are Uighur, Sogdian, Sanskrit, Tocharian or Chinese etc., which write 

down Buddhist or Manichean text, secular text e.g. contract, official document, poem, letter 

etc. including printing. Such a group of complex texts is the first-class materials which 

clearly bring out the real existence of multiple culture of Turfan area between 10th and 13th 

centuries. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）未公開資料の存在 

1980～1981 年にベゼクリク千仏洞から出
土し、現在トゥルファン博物館所蔵の古文献
のうち、漢文に関しては中国に於いて整理・
研究が進められていた。非漢文古文献のうち、
大型のものや比較的内容が確定しやすい整

った形式のウイグル文・ソグド文の宗教文献、
俗文献はすでにある程度研究され、あるいは
図版も公表されたものがあったが、大多数は
未公開のままであった。 

（２）学術国際協力の必要性 

上記の資料に関しては、全体像の把握の上
にたつカタログや、研究資料としての学問的
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整理の成果を公開する用意はされていなか
った。所蔵するトゥルファン博物館とウルム
チの研究者は、この非漢文文書群を独自に整
理し、研究を深める意思はあっても、実行に
うつす組織をつくれない状況であった。 

従来、中国、ヨーロッパ、日本の研究者が
個別に特定の資料や写真に接近することは
あったが、先端的な知識に基づく協力態勢を
組織し、一つの資料群としてこれらを取り扱
って本格的研究の材料としての価値を定着
させる試みもおこなわれてこなかった。 

 文書群の文字・言語・内容の多様さは、個
人レベル、一国レベルの研究の範囲を超えて
いることは事前調査により明らかになった。 

 

２．研究の目的 

（１）国際共同研究組織の形成 

 ウルムチの自治区博物館とトゥルファン
の博物館が実行できない研究組織を、たとえ
短期的なものであっても、むしろ国際的な環
境のなかで、まずは形成し、将来の国際的協
力研究態勢に道をつけること。 

（２）当面の目的と将来の目標 

 ①本研究課題の終わる 2010 年度までが当
面の目的期間である。その間に、古文献の古
文書学的データを可能な限り調査収集し、国
際共同研究がスムーズにおこなえるよう準
備し、基礎的な読解研究を行い、資料研究の
基礎であるカタログ作成を行うこと。 

 ②本研究課題が提供する研究カタログ（資
料一覧）にもとづいて、中国側が中国におい
て何らかの形で出版をおこない、世界にむけ
て全データを公開することが望まれる。これ
は将来 IDP（国際敦煌プロジェクト）との連
携などによって、世界のユニオンカタログ形
成に寄与することが期待される。 

 

３．研究の方法 

（１）国際共同研究組織の運営 
 ①経緯：ウルムチとトゥルファンの研究
者・指導者は、国際共同研究の形でカタログ
整備、研究の進展を目指す意思を、とりわけ
トゥルファンの当事者が強く固めた。 

②組織：トゥルファン博物館（吐魯番学研
究院）を中国側の柱とし、これに日本の本研
究課題チームが研究・運営の推進力を与え、
ドイツのトゥルファン研究室に関係する研
究者群が協力する態勢を整えた。 

③実行：三国にそれぞれ代表者をおき、そ
の下に研究メンバーを組織した。主として電
子メールによる通信と、とくに日本チーム
（本研究課題）メンバーによるトゥルファン
訪問・調査の繰り返しによって意思疎通とデ
ータ収集・整理をすすめた。 
（２）データの共有化 
研究メンバーに限って公開するウェブサ

イトを立ち上げた。ここに写真を含む全デー

タを、日本語、中国語、英語でアップロード
し、随時の閲覧と検索を可能とした。メール
上で議論をして読解の基礎データをフィー
ドバックし、データの共有化を実現した。こ
の具体的な作業は、一貫して研究協力者、鈴
木健太郎氏の努力に負うところ大であった。 

 
４．研究成果 
（１）国際共同研究の成果 
 日本の共同研究者、中国、ドイツを中心と
する海外の研究協力者、研究メンバーたちは
共同研究の実績をあげた。その成果は個別論
文の形で公表されたもののほかに、上記ウェ
ブサイトのデータの中に個別の古文献資料
ごとに集積され、整理されている。 
（２）データベースのとりまとめ 

①カタログ：最終年度までにデータベース
化された共同研究の成果は、『1980～1981 年
ベゼクリク出土非漢文文書目録（初稿）』（The 

Non- Chinese Manuscripts Excavated from 

Bezeklik in 1980-1981: A Catalogue, First 

Draft）としてプリントアウト可能の形式に
整えた。 

しかし、中国所蔵の資料は中国における優
先出版が義務付けられているため、この成果
そのものは当面、研究グループ内部の資料と
してのみ取り扱わなければならない。 
②将来の出版とユニオンカタログ： 中国

における出版のための基礎的なデータは本
課題研究作成のデータベースによって整理
されているが、それをいかなる形で書籍の形
にするのかは、中国側に任されている。公刊
の暁には、データベースそのものも公開の条
件が与えられ、また将来は IDP などとの連携
によるウェブ上のユニオンカタログに結び
つく、そうした環境がつくられたと言ってよ
い。 
（３）当初計画の変更点 
 研究計画の当初は、トゥルファン所蔵の古
文献の整理・研究のほかに、ウルムチ博物館
所蔵の古文献研究や、過去に存在したが現在
では行方不明となっている古文献の探索も
視野にいれ、研究課題のタイトルもそれらの
目的を反映していた。 
 しかし不幸にして 2009 年 7 月 5 日のウル
ムチ事件から半年以上にわたってインター
ネットが不通となり、新疆側との詳細な連携
が一切とれなくなった。これが主たる原因と
なって、最終的な研究対象はもっぱらトゥル
ファン所蔵の非漢文古文献群のみに限定す
ることとした。 
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